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本紙は女性の視点で平和と平等を推進します
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女
性
保
護
規
定
撤
廃

男女機会均等法の見直しを進めてきた婦人少年問題審議会婦人部会(若菜允子部会長 弁護士)では、

岡部会における審議状況について中間的な取りまとめを行い、 16日、婦人少年問題審議会(人見康子会
長 慶臆義塾大名誉教授)に報告した。同報告は、今後更に審議するために論点を整理、公表したもの
で、多方面からの建設的な意見を求めている。

問
時
中
間
報
告
ま
と
ま
る

公
表
さ
れ
た
中
間
取
り
ま
と
め
は
、

女
性
の
残
業
、
深
夜
業
を
規
制
し
た
労

働
基
準
法
の
女
性
保
護
規
定
を
事
実
上

撤
廃
す
る
意
向
を
盛
り
込
ん
だ
も
の

で
、
既
報
の
通
り
、
労
使
が
合
意
し
て

い
る
の
は
こ
の
点
の
み
。
他
の
項
目
で

は
真
っ
向
か
ち
対
立
、
今
後
、
多
方
面

か
ら
論
議
を
呼
び
そ
う
だ
。

男
女
機
会
均
等
法
(
以
下
、
均
等
法

と
略
)
は
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
批
准

に
伴
う
、
圏
内
法
整
備
の
ひ
と
つ
と
し

て
一
九
八
六
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
。

多
く
の
女
性
た
ち
が
H

男
女
雇
用
平
等

法
H

と
し
て
新
し
い
法
律
の
成
立
を
望

ん
で
運
動
し
た
が
、
均
等
法
は
、
勤
労

婦
人
福
祉
法
の
一
部
改
正
と
い
う
形
で

成
立
し
た
。
罰
則
無
し
、
ほ
と
ん
ど
が

努
力
義
務
の
同
法
施
行
に
よ
る
問
題
点

を
危
慎
す
る
声
は
多
か
っ
た
。
施
行
後
、

女
性
に
門
戸
が
開
か
れ
た
職
種
は
唱
え

た
が
、
コ
ー
ス
別
雇
用
制
度
な
ど
に
見

る
よ
う
な
間
接
差
別
、
不
況
下
の
女
子

学
生
に
対
す
る
就
職
差
別
、
機
能
す
る

こ
と
の
な
い
機
会
均
等
委
員
会
の
調
停

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
浮
上
。

婦
人
少
年
問
題
審
議
会
婦
人
部
会
で

は
、
同
法
施
行
十
年
目
の
昨
年
十
月
、

均
等
法
施
行
後
十
年
の
評
価
と
問
題

点
、
男
女
の
均
等
な
取
扱
い
を
進
め
る

た
め
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
審
議

』::':1-ニ;夜、

を
始
め
た
。
こ
の
十
年
で
、
働
く
女
性

を
取
り
巻
く
日
本
の
社
会
・
経
済
環
境

が
変
化
、
女
性
の
就
業
実
態
も
大
き
く

変
わ
っ
た
乙
と
か
ら
、
十
年
前
の
状
況

の
中
で
施
行
さ
れ
た
均
等
法
と
労
働
基

準
法
の
女
性
保
護
規
定
を
、
「
昭
和
五

十
九
年
建
議
」
で
示
さ
れ
た
、
H

法
の

あ
る
べ
き
姿
の
実
現
に
向
り
て
必
要
な

法
的
整
備
を
行
う
べ
き
時
期
H

に
来
た

と
し
て
検
討
を
始
め
た
と
言
う
。
女
性

保
護
規
定
に
つ
い
て
中
間
報
告
は
、

が
女
性
の
職
域
の
拡
大
を
図
り
、
均
等

取
敏
い
を
一
一
層
進
め
る
観
点
か
ら
、
そ

の
撤
廃
を
求
め
る
企
業
か
ら
の
要
請
が

強
ま
り
、
ま
た
、
女
性
労
働
者
か
ら
も

見
直
し
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い

る
H

と
言
っ
て
い
る
。

間
報
告
に
よ
る
と
、
検
討
項
目
は
、

①
一雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等

取
扱
い
の
促
進
、
②
法
の
実
効
性
を
高

め
る
方
策
、
③
女
性
保
護
規
定
、
④
母

性
保
護
、
⑤
そ
の
他
の
五
本
。

①
は
、
募
集

・
探
用
、
配
置
・
昇
進

な
ど
の
努
力
義
務
規
定
に
つ
い
て
。
募

集
・
探
用
か
ろ
定
年
・
退
職
・
解
雇
ま

で
雇
用
の
全
ス
テ
ー
ジ
で
差
別
的
取
扱

い
を
全
面
的
に
禁
止
規
定
に
し
、
実
効

性
確
保
の
た
め
、
罰
則
や
企
業
名
公
表

の
制
裁
描
置
を
。
ま
た
一
定
の
職
種
に

つ
い
て
女
性
の
み
募
集
が
女
性
の
職
域

⑮ 

故
ミ
ッ
テ
ラ
ン
氏
と
も
親
し
か

っ
た
ラ

・ロ
シ
ェ
ル
市
長
の
こ

の
選
沢
に
勇
気
づ
け
ろ
れ
、
近

郊
の
市
町
村
自
治
体
が
次
々
に

同
様
の
行
政
令
を
発
布
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
ホ
1
ム
レ
ス
は

年
々
増
え
、
そ
し
て
若
年
化
し

乙
と
の
始
ま
り
は
私
の
住
む

-
フ
・
ロ
シ
ェ
ル
市
に
あ
る
。
昨

年
五
月
、
市
長
の
署
名
付
き
の
、

次
の
よ
つ
な
伝
言
版
が
、
突
然

つ
か
の
地
方
都
市
で
、
そ
の
一
現

在
版
が
発
布
さ
れ
た
。
現
行
フ

ラ
ン
ス
憲
法
で
は
、
「
物
乞
い
」

を
禁
止
す
る
乙
と
は
で
き
な

い
。
従
っ
て
「
路
上
に
座
り
込

ん
だ
り
、
寝
そ
べ
っ
て
ア
ル
コ

ー
ル
類
を
消
費
す
る
こ
と
、
乱

暴
な
態
度
で
津
付
人
に
金
銭
を

要
求
す
る
こ
と
、
犬
を
何
匹
も

連
れ
て
歩
く
こ
と
、
路
上
で
新

聞
類
を
売
り
歩
く
と
と
・
:
」
な

ど
の
行
為
を
、
蔓
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
中
、
中
心
街
で
禁
止
す
る
、

と
い
う
条
例
だ
。

し
か
し
、
そ
の
意
図
す
る
も

の
が
、
「
汚
い
も
の
を
街
か
ら

追
放
」
と
い
う
中
世
の
そ
れ
と

ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
こ
と

は
、
維
の
日
に
も
明
ら
か
だ
。

私たちの手で私たちの法を

l 「母体保護法Iこ反対ノ[

写真上・下とも 5月17日、労働省前で行われたリレートーク
(変えよう/:旬等法ネットワーク)で

放
す
る
」
よ
う
な
政
策
で
良
い

は
ず
が
な
い
。
そ
し
て
、
世
の

中
に
は
自
分
た
ち
の
よ
う
に
、

家
族
主
家
も
仕
事
も
あ
る
幸
運

な
人
間
ば
か
り
で
は
な
い
、
と

言
う
こ
と
を
恵
織
す
る
た
め
に

も
、
彼
ら
の
存
在
は
|
|
つ
ま

物
乞
い
を
禁
止
す
る
令

人
間
と
し
て
試
さ
れ
る
と
き

街
の
あ
ち
こ
ち
に
立
て
ら
れ

た
。
「
物
乞
い
者
に
応
じ
る
の

手
正
め
ま
し
ょ
う
U
あ
な
た
の

醤
窓
は
彼
岸
h

を
教
い
ま
せ
ん
。

甘
や
か
し
て
は
い
り
ま
せ
ん

i
」
。
続
い
て
市
長
は
、
全
国

初
の
物
乞
い
禁
止
の
市
令
を
発

布
。
社
会
党
内
で
も
革
新
派
で
、

て
い
る
。
「
気
ま
ま
な
ル
ン
ペ

ン
暮
ら
し
」
と
い
う
の
は
一
首

の
こ
と
で
、
今
、
彼
等
は
他
に

道
が
な
く
、
仕
方
な
く
ホ
1
ム

レ
ス
に
な
っ
た
人
た
ち
だ
。
彼

等
に
社
会
的
解
決
策
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
が
、
「
郊
外
の
墓
場
に
迫

り
「
現
実
」
は
私
た
ち
の
見
え

る
と
こ
ろ
に
な
く
て
は
な
ら
な

'v ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
の
高
級
菓
子

百
の
前
で
物
乞
い
を
し
て
い
た

ホ
1
ム
レ
ス
が
、
笹
宮
に
連
行

さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
、
庖
の

女
性
オ
ー
ナ
ー
が
飛
び
出
し
て

個
人
差
が
大
き
く
一
律
に
規
制
す
べ
き

で
な
い
な
ど
、
か
み
合
う
部
分
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
⑤
に
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
上
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
使
用
者
側
は
、
男
女
均
等
の
取
り

扱
い
と
は
異
質
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の

賃
金
格
差
も
同
様
と
の
意
見
だ
。

同
報
告
に
対
す
る
意
見
は
、
郵
便
の

場
合
、
婦
人
少
年
問
題
審
議
会
婦
人
部

会
事
務
局
の
労
働
省
婦
人
局
婦
人
政
策

課
か
、
八
月
一
日
か
ろ
設
置
さ
れ
る
専

用

F
A
X
0
3
・3
5
G当
u

・8
4
3

3
へ
。
い
ず
れ
も
締
め
切
り
は
九
月
三

十
日
。
一
テ
l
マ
に
つ
き

A
4
(縦
書

き
か
横
書
き
)
一
枚
。
個
人
の
場
合
性

別
、
年
齢
、
職
業
、
団
体
は
団
体
名
を

付
記
す
る
と
と
。
あ
て
先
一

Tm東
京
都

千
代
田
区
費
が
聞
一

l
二
l
二

労

働

省
婦
人
眉
婦
人
政
策
課
婦
人
部
会
事
務

局。
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き
て
「
私
が
こ
こ
に
い
て
い
い

と
言
っ
た
の
で
す
f
そ
の
手
を

離
し
宝
己
い
f
」
と
猛
然
と
嘗

れ
た
が
断
わ
っ
た
と
こ
ろ
、
そ

の
夜
の
う
ち
に
ホ
テ
ル
の
正
面

ド
ア
を
ホ
1
ム
レ
ス
た
ち
に
叩

き
寝
さ
れ
た
と
い
う
。

彼
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
「
僕
の

せ
い
で
も
、
彼
ら
の
せ
い
で
も

な
い
・
・
。
社
会
の
せ
い
だ
よ
」

と
肩
房
子
J

ぽ
め
て
み
せ
た
。
そ

し
て
こ
の
私
と
い
え
ば
、
そ
の

日
も
十
回
ぐ
ら
い
ご
フ
ラ
ン

く
れ
な
い
?
」
と
言
わ
れ
て
い

て
辞
易
し
て
お
り
、
「
ノ
ン
/
」

と
苛
立
っ
た
声
で
答
え
て
し
ま

った
。
そ
の
途
端
ご
人
で
た

ら
ふ
く
喰
っ
て
ろ
よ
/
」
と
篤

商
を
浴
び
せ
ら
れ
、
思
わ
ず
涙

が
こ
ぼ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

彼
ち
の
存
在
に
ど
う
反
応

し
、
対
応
す
る
の
か
|
|U
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人
間
と
し

て
試
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
-
え

て
な
ら
な
い
。

近
所
の
売
庖
の
愛
一
想
の
い
い
マ

ス
タ
ー
は
、
屈
の
前
に
座
り
込

ん
で
い
る
ホ
l
ム
レ
ス
を
あ
と

「お金を恵んでください お腹がへっていま
す」 一一ー夏の問、街角のいたるところで見ら
れる光景 (シャラン卜・マリティーム紙95・
8・15より)

宮
に
言
い
政
ち
、
ホ
l
ム
レ
ス

を
か
く
ま
っ
て
い
る
現
場
に
出

く
わ
し
た
こ
と
が
あ
る
。
一
方
、

で
指
し
「
汚
く
て
因
る
よ
」
と

舌
打
ち
し
た
。
あ
る
ホ
テ
ル
の

オ
ー
ナ
ー
は
、
小
銭
を
せ
立
つ

圏
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
、
運
動

方
針
に
セ
ク
ハ
ラ
防
止
を

連
合
傘
下
の
ゼ
ン
セ
ン
同
盟

は
、
来
年
度
の
運
動
方
針
に
セ

ク
シ
ュ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
を
入
れ
る
と
と
を
決
め
、

広
く
学
習
活
動
を
展
開
す
る
。

女
性
組
合
員
が
四
四
%
を
占

め
る
同
同
盟
は
、
女
性
が
職
場

で
男
性
と
対
等
に
控
わ
れ
て
い

な
い
現
状
を
改
善
し
て
い
く
。

圃
元
従
軍
「
慰
安
婦
」
に

一
律
加
万
円
の
償
い
金

「
女
性
の
た
め
の
ア
ジ
ア
平

和
国
民
基
金
」
は
、
元
従
軍
「
慰

安
婦
」
へ
の
国
毘
の
募
金
に
よ

る
償
い
金
は
一
律
二
百
万
円
と

ス
ポ
ー
ツ
を
見

る
の
は
、
何
で
も

好
き
だ
が
、
近
ご

ろ
、
長
距
離
走
が

一
番
面
白
い
と
思

う
よ
う
に
な
っ

た
。
「
た
だ
走
る

だ
け
な
の
に
、
な

ん
で
面
白
い
の
」
と
娘
な
ど
は

い
う
が
、
長
い
距
離
を
走
る
の

は
ス
ポ
ー
ツ
の
原
点
の
よ
う
に

思
え
る
V
分
け
て
も
女
子
の
マ

ラ
ソ
ン
は
好
き
だ
。
長
く
女
子

に
は
長
距
離
は
無
理
と
、
挑
戦

さ
え
も
で
き
な
か
っ
た
歴
史
を

思
う
と
、
し
な
や
か
で
力
強
い

走
り
に
、
見
と
れ
て
し
ま
う
。

な
に
し
ろ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も

一
九
二
八
年
、
人
見
絹
枝
が
銀

メ
ダ
ル
を
と
っ
た
八
百

M
が、

以
後
μ
過
酷
H

と
消
え
、
復
活

し
た
の
が
一
九
六

O
年
で
あ
る

V
ア
ト
ラ
ン
タ
の
女
子
マ
ラ
ソ

ン
も
感
動
し
た
。有
森
さ
ん
が
、

H

燃
え
つ
き
症
侯
群
H

や
足
の

故
障
か
ら
立
ち
上
が
り
、
日
本

女
子
陸
上
初
の
連
続
メ
ダ
ル
。

す
ば
ら
し
い
笑
顕
だ
っ
た

o
v

優
勝
の

μ
伏
兵
μ

ロ
パ
さ
ん
。

中
継
の
ア
ナ
が
、
資
料
が
な
く

て
年
齢
も
よ
く
わ
か
ち
な
い
と

い
う
の
も
面
白
い
。
す
ご
い
ス

ピ
ー
ド
な
の
に
、
あ
た
り
前
の

よ
う
に
淡
々
と
走
る
。
エ
チ
オ

ピ
ア
の
先
輩
、
ア
ベ
ベ
の
こ
と

を
思
い
出
し
た
V
八
十
六
人
も

走
っ
た
と
い
う
の
は
す
ば
ら
し

い
。
炎
暑
と
難
コ

l
ス
で
、
尻

ご
み
す
る
選
手
が
多
い
だ
ろ
う

と
い
わ
れ
て
い
た
の
だ
。
ベ
テ

ラ
ン
が
多
く
活
躍
し
た
の
も
う

れ
し
か
っ
た
。
一
二
十
歳
す
ぎ
て

も
、
子
ど
も
を
生
ん
で
も
第
一

線
。
素
敵
で
は
な
い
か
。
有
森

さ
ん
も
二
十
九
歳
、
日
本
人
選

手
と
し
て
は
年
か
さ
の
方
だ

日
本
女
子
も
、
若
い
う
ち
だ
け

で
な
く
、
長
く
競
技
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
V
中
継
が
、
テ
レ
ビ

朝
日
の
富
島
さ
ん
と
解
説
の
宮

原
さ
ん
の
女
性
コ
ン
ビ
だ
っ
た

の
も
う
れ
し
い
。
こ
れ
だ
け
の

大
レ
l
ス
を
女
性
の
中
継
で
や

る
の
は
初
め
て
だ
ろ
う
。
感
激

を
も
ら
す
と
、
娘
は
1

そ
う
い

え
ば
珍
し
い
わ
ね
」
と
ア

ソ
サ

リ
。
H

歴
史
的
大
事
件
μ

を
当

然
と
う
け
と
め
る
。
こ
れ
も
ま

た
、
よ
い

f

~女性ニユ竺ズJは、読者とともにつくる新聞です|

し
、
橋
本
首
相
の
「
お
わ
び
」

の
手
紙
を
つ
け
、
八
月
か
ら
支

給
を
始
め
る
。
政
府
は
医
療

・

福
祉
支
援
と
し
て
十
年
間
に
約

七
億
円
支
出
す
る
こ
と
を
決
定

し
た

(凶
日
)
。

-E「加藤
シ
ヅ
エ
賞
」
劃
設

加
藤
さ
ん
の
精
神
を
引
き
継

ぎ
、
将
来
を
担
う
女
性
を
育
成

し
よ
う
と
創
設
。
貨
の
対
象
に

な
る
の
は
、
女
性
の
健
康
や
地

位
向
上
を
テ
l
マ
に
活
動
、
調

査
・
研
究
し
て
い
る
日
本
在
住

の
女
性
。

問
い
合
わ
せ
は
、
家
族
計
画

国
際
協
力
財
団
倉
田
・
3
2
6

8
・5
8
7
50

一
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@二入'，'二立::":'い.川・~\・• 
テイスティドレッシンク。和風

たまり醤油、おろし玉ねぎ、ブ
ラックオリーフが作り出す上晶
でコクのあるドレッシング。

テイスティドレッシンク.セヲミ

醤油をベースに玉ねぎ、ごまベ
ースト、すりごまなどを使った
風昧豊かなドレッシンク、です。

テイスティドレッシンクイタリアン
{ベーコン入り)

オリーブ油、ベーコンの旨みに、干し
しいたけのコクをプラスしました。

すね~~-手イスティflJ.':JJJJ"
澗風イ'-9Ui'J包廿E

.TASTY. 

おいしさを追求したS、
コクのある陳わいにt&Dました。

今
回
会
で
、
「
優
生
保
護
法
」
の

一

ど
に
だ
。
そ
れ
な
ろ
、
自
分
た
ち
の
望
格
会
議
)
、
米
津
知
子
(
阻
止
連
)
、
加

部
を
改
正
し
た
「
母
体
保
護
法
」
が
可
む
法
律
を
つ
く
ろ
う
/
と
対
案
づ
く
り
藤
真
規
子
(
D
P
I
)、
丸
本
百
合
子
(
産

決
、
成
立
し
た
。
が
、
女
性
議
員
や
市
の
動
き
も
始
ま
っ
た
。

婦
人
科
医
師
)
さ
ん
ら
が
発
一
言
。

民
団
体
か
ろ
抗
議
の
声
が
上
が
っ
て
い
十
九
日
、
東
京
・
池
袋
で
も
「
『
母
「
優
生
保
護
法
は
、
障
害
者
差
別
だ
」

る
。改
正
に
つ
い
て
困
臣
に
知
ち
せ
ず
、
体
保
護
法
』
引
優
生
保
護
法
改
定
っ
て
と
、
闘
っ
て
き
た
八
柳
さ
ん
と
加
藤
さ

国
会
で
も
審
議
せ
ず
、
会
期
末
に
上
程
何
だ
っ
た
の
?
今
後
の
屋
望
を
求
め
ん
は
「
悲
顕
だ
っ
た
の
で
、
う
れ
し
い
」

し
、
衆
・
参
議
院
を
三
日
と
い
う
超
ス
て
」
の
集
会
が
聞
か
れ
た
。
呼
び
か
け
と
優
生
思
想
の
削
除
を
率
直
に
喜
ん
だ

ピ
l
ド
で
通
過
さ
せ
た
や
り
方
、
女
性
た
の
は
「
女
(
わ
た
し
)
の
か
ら
だ
か
が
、
そ
れ
で
問
題
が
す
べ
て
解
決
さ
れ

を
産
む
性
「
母
体
」
と
い
う
枠
組
み
の
ら
位
優
生
保
護
法
改
悪
田
止
連
絡
会
」
た
の
で
は
な
い
と
と
も
強
調
。

み
で
捉
え
た
名
称
や
カ
イ
ロ
の
国
際
人
(
阻
止
連
)
、
「
D
P
I女
性
障
害
者
ネ
七
二
年
、
八
二
年
に
優
生
保
護
法

口
会
議
・
北
京
の
世
界
女
性
会
議
で
探
ッ
ト
ワ
l
ク」
(
D
P
I
)な
ど
八
団
体
O

N

改
悪
H

の
動
き
が
あ
っ
た
。
当
時
、

択
さ
れ
た
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
へ
ル
「
母
体
保
護
法
」
成
立
ま
で
の
経
過
障
害
者
団
体
は
「
優
生
思
想
の
撤
廃
」

ス
/
ラ
イ
ツ
(
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
報
告
の
後
、
と
れ
ま
で
「
優
生
保
護
法
」
を
、
女
性
団
体
は
「
自
分
の
か
ら
だ
の

康
と
権
利
)
の
視
点
が
ま
っ
た
く
な
い
、
の
改
正
・
廃
止
運
動
に
係
わ
っ
て
き
た
自
己
決
定
権
」
を
訴
え
、
運
動
は
異
な

優
生
思
想
を
削
減
し
た
だ
け
の
内
容
な
八
柳
卓
史
(
全
国
障
害
者
解
放
運
動
連
る
も
の
だ
っ
た
が
、
八
柳
さ
ん
は
「
双

…子

一
オ
剤

約

者

桃

山

川

川

つ

中

世

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
で
は
「
物

川

あ

乞

禁

止

令

」

と

い

う

の

が

、

し

州

川

旗

ば

し

ば

発

布

さ

れ

た

ち

し

い

。

川

川

降

物

乞

い

を

す

る

人

が

街

に

あ

ふ
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川
れ
る
と
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ひ
と
ま
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め
に
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て

川

郊

外

の

墓

場

に

追

放

し
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と

い
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司

つ
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キューピーか5、ご家庭の食卓に新しいおいしさをお届けします。

それがキューピーテイスティドレッシンク、。

“イタリアン"の3つの個性。

いすれも、天然素材の持つコク、甘昧、風昧、香りを活かして

今までのドレッシンク.とは一昧遣う

「旨昧のある、深い昧わしりを実現しています。

“和風"“セサミ"
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批
判
μ
。
成
立
時
に
は
大
論
障

を
は
っ
た
マ
ス
コ
ミ
が
今
幽
、

岐
防
法
の
問
題
点
字
箔
ど
取
り

あ
げ
て
い
な
い
現
状
を
指
摘
。

「新
開
業
界
で
働
く
者
の
究
極

の
願
い
は
、
言
論
の
自
由
を
守

る
こ
と
だ
L

と
、
新
制
労
連
は

破
喧
法
一
反
対
#
峯
員
一
致
で
渓

て
、
会
社
を
ク
ピ
に
ほ
っ
た
匂
め
た
と
話
し
た
。

す
る
と
、
被
害
者
窓
識
が
育
つ
坂
本
堤
#
護
士
一
家
の
救
出

ば
か
り
。
や
っ
ぱ
り
話
し
合
え
に
全
力
を
あ
げ
た
日
弁
連
は
、

る
場
所
は
オ
ウ
ム
し
か
な
い
と
E
月
二
十
四
日
の
総
会
で
「
般

思
う
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
一
ん
肩
徒
防
法
に
よ
る
団
体
規
制
に
反
対

を
含
め
、
村
会
面
帰
を
し
よ
う
す
る
決
議
」
#
満
場
一
致
で
司

パ
リ
t

を
助
け
る
こ
と
に
な
る
」
と
屈
し
、
海
渡
雄
一

(弁
離
士
)
用
に
は
反
対
し
て
い
く
」
と
述
と
す
る
信
徒
た
何
不
」
永
連
に
オ
決
し
た
。
土
原
公
献
(
円
弁
連

と
、
訳
の
分
か
ち
な
い
と
と
を
さ
ん
の
司
会
で
話
し
合
っ
た
。
べ
た
。
ウ
ム
に
樽
り
つ
け
る
こ
と
に
な
前
会
長
)
さ
ん
は
、

「仮
防
法

言
う
。

村
井
敏
邦
(
刑
事
法
学
者
)
江
川
紹
子
(
ジ
ャ
l
ナ
リ
ス
る
」
と
話
し
た
。

反
対
を
表
明
す
る
と
、
で
は
オ

一
方
、
公
安
調
査
汗
の
会
議
さ
ん
は
「
破
防
法
は
そ
も
そ
も
ト
)
さ
ん
は
、
オ
ウ
ム
に
残
る

「
マ
ス
コ
ミ
に
破
防
法
に
対
ウ
ム
の
味
方
か
と
一
百
わ
れ
る
。

宝
で
は
高
官
が

「今
回
の
適
用
多
く
の
反
対
を
押
し
き
っ
て
成
憶
徒
た
ち
の
状
況
を
、
心
の
聞
す
る
位
機
意
識
が
な
い
の
で
私
た
ち
は
オ
ウ
ム
を
に
く
む
こ
げ
る
よ
う
、
日
弁
連
は
先
頭
に
一
と
い
る
と
き
、
四
人
の
日
本
兵
さ
ら
に
噛
司
削
に
強
姦
さ
れ
た
じ

は
神
風
が
吹
い
た
よ
う
な
も
立
(
一
九
五
二
軍
〕
し
た
法
律
題
を
《
め
て
幾
っ
か
に
分
析
レ
は
?
」
と
い
う
問
い
に
、
一
連
と
で
は
人
後
に
お
5
な
い
が
、
立
っ
て
旗
を
ふ
り
た
い
」
と
。
一
に
踏
み
込
ま
れ
連
れ
だ
さ
れ
顔
や
身
悼
が
む
く
み
、
痛
み
、

の
。
下
関
も
つ
く
し
、
次
は
い
で
、
川
思
想
、
信
条
、
集
会

・
結
た
が
、
破
墨
活
動
を
起
こ
す
将
の
オ
ウ
ム
事
件
の
報
道
府
、
毎
そ
れ
と
破
防
法
適
用
は
別
の
一間
集
会
の
恩
後
で
は
、
解
散
処

一た
。回
ゆ
後
を
追
い
か
け
た
が
、
動
り
伝
く
な
り
、
伝
え
聞
い
た

よ
い
よ
政
治
団
体
に
い
く
か
。

社
、
言
論
の
自
由
等
、
憲
法
が
来
の
危
険
性
に
つ
い
て
は
「
資
日
新
聞
の
社
会
部
デ
ス
ク
だ
っ
題
で
あ
る
。
識
者
の
中
に
は
H
彼
分
#
決
定
す
る
公
安
調
賓
蚕
員
一
母
も
李
さ
ん
も
纏
足
を
し
て
お
父
が
百
銀
を
あ
つ
め
、
ょ
う
や

全
国
の
市
民
団
体
を
リ
ス
ト
ア
保
障
す
る
基
本
的
人
出
帽
を
侵
害
金
、
能
力
、
刷
所
等
を
考
え
る
た
北
村
箪
〔
新
聞
労
連
)
さ
ん
防
法
は
オ
ウ
ム
坦
滅
の
特
効
会
、
七
名
の
委
員
に
、
「
良
誠
一
り
、
走
れ
ず
、
追
う
こ
と
が
で
く
家
に
帰
れ
た
。
い
ま
も
左
手

y
ブ
せ
ょ
L

と
、
ゲ
キ
を
飛
ば
す
る
危
険
性
を
も
っ
。
規
制
に
と
で
き
な
い
と
思
う
」
。
「
破
防
は
、
ま
ず

「当
時
は
オ
ウ
ム
だ
薬
H

と
一
目
う
人
も
い
る
が
、
本
あ
る
判
断
を
し
て
ほ
し
い
」
と
一
き
な
か
っ
た
【
監
禁
さ
れ
、
口
は
茶
碗
も
持
「
ふ
夕
、
左
右
の
足

す
1
J
と
い
っ
た
筋
留
き
。

あ
た
っ
て
は
か
な
り
の
議
論
が
法
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
か
ら
人
権
は
考
え
な
く
と
も
よ
当
の
特
効
薬
は
社
会
の
中
で
、
ア
ピ
ー
ル
を
採
訳
。
参
加
省
二
本
軍
人
に
毎
日
強
宮
附
さ
れ
た
。

の
長
さ
も
遅
う
。
結
婚
も
難
し

「
こ
う
し
た
状
況
も
程
こ
り
あ
っ
て
当
然
な
の
に
そ
れ
も
な
い
が
、
今
の
時
期
に
オ
ウ
ム
に
い
。
他
社
に
僚
か
れ
る
な
と
、
ゆ
っ
く
り
酌
閣
を
か
貯
て
信
徒
同
が
拍
手
で
、
広
く
反
対
運
動
一五
カ
月
た

5
、
も
つ
易
体
も
耐
く
婚
原
の
あ
る
年
寄
り
と
結
鯖

得
る
」
と
第
三
部
の
シ
ン
ポ
ジ
く
、
今
回
の
決
志
芋
続
さ
を
見
適
用
す
る
こ
と
は
反
対
だ
。
公
冷
静
な
判
断
を
失
っ
て
し
ま
う
を
日
常
に
戻
す
こ
と
だ
o
H
本
を
起
こ
し
て
い
こ
う
と
確
認
し
一
え
ち
れ
な
く
な
り
、
赤
ら
顔
の
さ
せ
ら
れ
た
。
「
被
害
者
は
ま

ウ
ム
で
は
、
六
人
の
パ
ネ
リ
ス
て
も
、
公
正
さ
を
欠
い
て
い
る
。
安
に
あ
ち
こ
ち
訪
ね
回
ち
れ
雰
囲
気
が
あ
っ
た
」
と
H

自
己
人
が
こ
ぞ
っ
て
反
対
の
ム
芦
を
あ
た
0

.

隊
毘
に
抵
抗
し
た
。
隊
長
は
怒
だ
た
く
さ
ん
中
国
に
い
る

日

ト
が
、
「
破
防
ほ
は
い
ら
な
い
」
ま
た
そ
包
手
続
さ
が
司
法
で
は

い

り
革
ベ
ル
ト
で
な
ぐ
っ
た
の
本
軍
が
妓
酷
だ
勺
た
事
実
を
伝

聞

脳

こ
む
詩
吉
一

や
盟
人
一
厄
「
認
安
ヨ
昭
一
旦
え

足踏丸山村ぇ円計十時

r

繭
F晶
画

相

い
」
と
、
問
題
長
指
摘
し
た
η
一

E

E

J

・
3
扇

2
3
9
L
a
J

R大
震
を
し
、
自
の
草
貌
が
つ
か
め
ず
、
出
省

h
態
て
山
崎
町
駅
間
一

諸
官
勇
気
を
無
駄
に
す
る
な
/

詰

住

JR当
時
臨
時
間

一
償
問

v

語
陥
唱
附
、
治
安
維
持
法
の
一
書
と
一
一
白
一

l

t

っ
た
が
、
母
が
い
な
い
印
は
、
う
教
師
が
被
害
者
の
閣
さ
取
り

儀
礼
謝
叫

A
咽

開

わ

れ

た
L

と
、
戦
前
の
治
安
紘
一
今
ま
で
、
戦
争
被
吉
の
謝
罪
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
み
す
ら
、
サ
若
い
広
性
を
、
地
二
正
の
有
均
省
任
N

と
い
う
言
葉
で
し
め
く
く
苧
さ
ん
を
取
り
年
す
た
め
六
百
謝
金
事
泊
め
た
た
め
。
五
十
人

縦

覧

J
3
震
に
よ
る
共
産
主
義
肖
ら
へ
一
を
求
め
る
吉
宗
聞
こ
え
に

I
ラ
l
等
民
間
十
団
体
が
実
行
に
命
じ
て
差
し
出
さ
せ
、
或
い
っ
た
。

銀
を
日
本
軍
に
払
っ
た
が
、
足
ほ
ど
掘
り
起
こ
し
た
が
、
半
数

お
開
総
舵
品
開
嗣
増
阪
の
弾
圧
を
医
り
返
り
、
「
取
り
一
く
か
っ
た
中
国
人
強
術
連
行
被
委
貝
会
に
な
っ
て
開
か
れ
た
は
、
・
日
本
軍
自
ら
μ

討
伐
H

を
つ
ぎ
に
被
害
者
の
苧
秀
侮
さ
り
な
い
と
い
わ
れ
、
も
う
栴
り
は
す
で
に
死
亡
、
訴
訟
に
踏
み

噂

歯

臨

時
完
納
ま
り
の
実
績
を
つ
く
り
、
対
一
事
た
ち
が
、
補
償
を
求
め
る
(
於

・
川
崎
産
業
霊
議
)
。

お
こ
な
い
、
在
を
連
行
監
禁
、
ん
、
型
換
さ
ん
の
証
一
一
=司
法
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
高
レ
自
切
っ
た
の
は
六
人
で
あ
る
。

一一関

ta--一
九W

象
を
砿
大
し
て
い
く
そ
の
こ
一
訴
え
を
起
こ
し
て

一
年
。
こ
の
集
会
は
、
ま
ず
士
門
見
義
明
中
強
姦
し
た
と
、
偶
然
や
、
部
分
廷
や
配
者
会
見
、
集
会
で
発
言
殺
し
た
の
だ
。
「母

(2 ) 

適
用
に
反
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
採
択

基
本
的
人
権
脅
か
す
恐
れ

「
女
性
ニ
ュ
ー
ズ
」
の
「
お
知
ら
せ
」
欄
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ひ
き
出
せ
ま
す
/

CkH窪田〉

弁護士、学者、ジヤ E ナリストを
パネリストに反対する市民集会

本
紙
の
「
お
知
ち
せ
」
欄

が
、
イ
ン
タ
ー
末
ッ
ト
で
ひ

き
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
F八
月

一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
「
ウ
ィ
メ
ン

・
リ
ー
ダ

ー
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
ジ
ャ
パ

ン
」
(
W
L

F
)
の
ホ
l
ム

ベ
l
ジ
の
「
イ
ベ
ン
ト
情
報

コ
ー
ナ
ー
」
に
、
女
性
ニ
ュ

ー
ズ
提
供
と
し
て
掲
載
い
た

し
ま
す
。
ア
ド
レ
ス

Z
耳百一
¥
Z
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〈
一
ヨ

ωω
主コ。

向
。
『
'
』
刀
¥
重
一
『
¥

W
L
F
は
、
一
九
九
=
一
年

に
設
立
さ
れ
た
、
日
本
の
女

性
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ダ
l
の

会
(
主
宰

・
今
野
由
梨
ダ
イ

ヤ
ル
サ
ー
ビ
ス
社
長
)
で
す
。

ホ
l
ム
ベ
l
ジ
は
①

「
反
性

経
営
者
が
語
る
」
②
イ
ベ
ン

ト
情
報
③
女
性
起

・
企
業
家

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
⑤
品
生
性
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
リ
ン
ク

(
国
内

・
海
外
)
⑤
女
性
の

た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
⑥
女

性
企
業
家
世
界
大
会
⑦
国

際
交
流
事
業
⑧
メ
l
ル
受
け

つ
け
と
い
コ
た
も
の
に
な

る
F
門
事
、
、
こ
の
う
ち

「イ

ベ
ン
ト
情
報
」
を
、
本
紙
の

「
お
知
ら
せ
制
」
か
ち
提
供

す
る
も
の
で
す
。

本
紙
の
「
お
知
ら
せ
」
欄

を
ま
す
ま
す
充
実
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
c
各
地
の
、

特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を

お
寄
せ
下
さ
い
。

公
安
調
査
序
は
七
月
十
H
、
オ
ウ
ム
真
理
教
に
対
す
る
彼
壇
活
動
防
止
法
(
以
下
、
破
防
法
〉
に
基
づ
く
解
散

指
定
処
分
実
会
審
査
萎
員
会
に
請
求
し
た
3

し
か
し
島
屋
は
法
律
自
体
違
憲
の
疑
い
が
強
く
、
中
で
も
団
体
規

制
の
適
用
は
「
宗
本
的
人
権
を
侵
す
」
と
、
そ
の
危
険
性
を
指
摘
す
る
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
今
岡
適
用
が
決
ま
れ

は
、
市
民
湿
動
に
ま
で
影
醤
が
及
ぶ
と
も
言
わ
れ
る
。
倣
附
別
法
適
用
は
本
当
に
必
要
な
の
か

。
七
月
十
九
U
、

日
弁
連
会
館
・
(
東
京

・
慣
が
関
)
で
、
弁
投
士
、
学
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
内
角
ハ
ネ
リ
ス
ト
に

「破
防
法
を
ぶ

つ
と
ば
せ
F

脅
か
さ
れ
る
市
民
の
権
利
」
と
題
し
て
集
会
が
開
か
れ
た
(
主
催
・
問
実
行
君
)。
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藤
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翌
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付
F
9
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ハ
ガ
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9
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す
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h
M
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あ
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政
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ん
l
校

以

内

で

問
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宮
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あ
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齢
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護
憲
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ォ
験
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宇
潤
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一
樋
川

川
上
フ
ム
」

(重
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中
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字
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ま
た
著
作
昂
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冊
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係
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講
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担
当)η
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山

川
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働
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け
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e
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ワ
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プ
ロ
可
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H

官

必

着

の

こ

と
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酬
わ
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し
の
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合
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ー
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内
て
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応
募
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の
み
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手
佐
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、
電
話
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い
合
わ
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2
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財

団

法
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事
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富
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付
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英
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齢
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喜
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下
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作
文
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0
0
0
ウ
む
c
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
川

川
安
平
等
の
社
会
的
風
土
づ
く

IEの政
治
家
が
少
な
い

L
E
T
-
-チ
程
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概
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付
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。
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概
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ョ
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務

担

麓

罰

則

輔

、

ご

る

c

川
し
て
、
定
年
後
に
、
い
き
い
さ
作
品
川
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、
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、
室
井
常
、
川
(
か
し
)
の
た
め
に
中
止
す
る
天
皇
、
皇
后
が
栃
木
県
護
国
神
止
を
)
昌
っ
て
い
る
が
、
被
告

麟

軒

翻

鞭

騨

騒

岩
手
、
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野
干
代
、
芝
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の
は
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聴
者
と
し
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す
る
よ
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の
遺
族
や
被
告
者
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人
富
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機
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問
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、
岡
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つ
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。

う
宮
内
庁
長
官
、
栃
木
県
知
事
持
ち
は
マ
ス
コ
ミ
に
は
出
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集
会
の
第
一
部
は
、
弁
護
士

た
ち
に
よ
る
偶
成
即
「
破
防
法

適
用
が
決
ま
っ
た
け
」
。
架
宅

の
ぷ
教
教
問
「
ヒ
パ
リ
真
理
教
」

を
題
材
に
適
用
が
決
ま
っ
た
X

デ
l
を
描
く
。
教
団
で
は
議
論

の
居
中
に
公
安
が
踏
み
込
み
、

僧
徒
た
ち
と
、
開
会
を
説
樽
中

の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
共
犯
で
逮

捕
。
市
民
団
体
の
事
務
所
に
は

「
破
防
法
反
対
集
会
に
参
加
し

た
」
と
い
う
理
由
で
、
捜
需
が

入
る
。
公
安
は
「
破
防
法
は
グ
ヒ

パ
リ
μ

に
し
か
適
用
さ
れ
て
い

ほ
い
の
だ
か
ら
、
究
極
に
は
H

ヒ

~ 一.::1 一一"主主三芝(揖3種郵恒物館可)第 1オ37号第 1137雪(第3栖郵f更物~~)

靖

一~ .:1 ーー"主主き定

C
E
「

み九なのへージです 言LサこL、ことや、問らせたい

ことが晶ったら、ど九どん位帽して下さい

電話 03(3343)1846
編集部|

FAX 03(3348)1890 

い
き
い
き
と
し
た
高
齢
期
を

向
指
す
グ
ル
ー
プ

・
オ
パ
ー
ル

ネ
y
ト
ワ
1
ク
(
代
表
・
佐

橋
慶
女
さ
ん
)
が
、
昨
秋
、
4

0
1
字
以
内
の
エ
グ
セ
1
「
私

の
週
言
書
」
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
7
0
i
通
も
の
週
一
国
が
集

ま
っ
た
こ
の
う
ち
か
ら
2
1

9
点
を
え
ら
び
、
こ
の
ほ
ど
「
4

0
立
字
の
遺
言
」
を
出
版

(講

説
社
1
6
0
0
円
〕
。
7
月

山
日
夜
、
出
版
記
念
会
を
開
い

た
が
、
会
員
や
遺
言
状
の
執
筆

者
で
、
滋
れ
ん
ば
か
り
の
盛
現

J
」
コ
-
」
F

f
、

T
遡
一
百
状
な
ど
、
死
と
一
対
峠
し

て
書
く
も
の
だ
け
に
、
そ
ん
な

に
吾
け
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
と
い
う
予
想
に
反
し
て
、
大

変
な
応
募
数
。
ω
代
か
ら
日
凶
器

ま
で
、
北
海
道
か
町
沖
縄
ま
で

全
国
か
ら
第
ま
っ
た
が
、

一
番

多
い
の
は
ω
i
ω
代
。
女
性
5

3
4
人
、
男
性
2
2
7
人
と
女

性
が
芹
倒
的
に
多
か
っ
た
コ
長

生
き
し
て
、
後
始
末
を
住
せ
ら

れ
が
ち
な
女
性
の
ほ
古
つ
が
切
実

感
が
あ
る
の
か
c

家
僚
や
社
A

汚
九
対
す
る
礼
や

詫
び
、
延
命
治
療
の
拒
台
や
簡

素
な
葬
儀
の
希
望
と
い
っ
た
も

の
が
多
か
っ
た
が
、
男
性
で
一円

立
つ
の
は
残
る
人
へ
の
人
生
訓

平
家
例
。
虫
性
は
財
産
相
続
の

竹
方
か
ら
、
葬
儀
の
や
り
方
な

ど
細
か
い
具
体
的
伝
遍
い
が

多
か
っ
た
と
い
う
。

出
版
記
念
会
で
は
、
弁
護
士

の
渥
美
雅
子
さ
ん
と
、
ノ
ン
フ

f

ク
シ
汁
ン
作
家

・
葬
送
研
究

家
の
井
よ
治
代
さ
ん
が
ス
ピ
ー

チ
。
溢
美
さ
ん
の
「
遭
一
百
雷
は

あ
ま
円
突
拍
子
の
な
い
も
の
は

容
か
な
い
こ
と
。
受
け
と
っ
た

ほ
う
が
困
る
な
り
G

離
が
読
ん

で
も
分
か
り
ゃ
す
く
簡
潔
に

」
と
い
う
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

た
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。

」

~ 
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あなたが望むマノレチメタfアにきっと出会えます二
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f~ 句しに、ヒジ司スに、もっとマルチメディアを ;¥ECカ札、っしょなC，
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たとえば、インターオソトでホワイトノ、ウス!こアタセスする

':lJII手y..デ"1']1のNEC事
聞
こ
パ

utf-二
日
叶
汁
一
「
で
で

7
J
J噌
広
に
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一仔

戸

、
E
l
d
w
O
L

コ9
1
1パ
U
Z
よ
と
よ

J
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つ
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く火曜日〉

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
何
と
い
っ
て
も
楽
し
い
の
は
夏
休
み
。
こ
と
し
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
夢
中
で
し
ょ
う
か
?
で
も
、
ひ
と
と
き
、
じ
っ
く
り
本
の
世
界
に
ひ

た
り
た
い
も
の
で
す
。
恒
例
の
児
童
出
版
各
社
か
ら
の
お
す
す
め
の
一
冊
で
す
。

1996年ア月30B

あ
の
天
才
物
理
学
者
ア
ル
パ

ー
ト

・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

発
見
し
た
〈
相
対
性
理
論
〉
が

楽
し
い
冒
険
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に

な
っ
た
f

第
一
巻
の
「
時
間
と
空
間
の

旅
」
は
、
ア
ル
パ
l
ト
お
じ
さ

ん
の
め
い
の
ゲ
ダ
ン
ケ
ン
が
、

お
じ
さ
ん
の
発
明
し
た
奇
妙
な

仕
か
け
に
よ
っ
て
、
お
じ
さ
ん

の
ρ
想
像
の
世
界
M

へ
と
入
り

こ
み
ま
す
。
そ
し
て
、
宇
宙
船

に
の
っ
て
、
光
を
追
い
か
け
た

り
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
l
ル
を
探
し

~ 

文す堀て
章ごと、大
でし路海正
輝 fこ地帯か
がおら

言明会ち昭 三芳悌吉・作、絵

. 毎夏男を語 福音館書庖
作をだ北に 二千三百円

対号空堅男z少年少女から大人まで
の中人事母中砂
。外かた 。親のを池
へちち母か自口の
と家の親色分にほ
広の喜と問 。しと
が外ら白い断たり
つ、し分た片最に
てやぶを生的初た
いがり取前なのた
くて のり の記記ず
世路家巻出憶憶み
界地のく来、の

.::1 

「砂正物語IJ

.圃

-
一'1主

愚
初
の
記
憶
か
ち
た
ぐ
り
寄

せ
ら
れ
て
き
た
の
は
、
幼
い

-J;t: 

砂
丘
物
訪問:、情
圏 aJ3f:ベ
言 'oci~ 
梯

(第3種郵便物認可)

手
軽
に
作
れ
る
一
品
で

す
。
チ
コ
リ
の
器
に
の
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
歯
ざ
わ
り

を
楽
し
め
ま
す
。
チ
コ
リ
は
、

0・・・材料・・・0
:えのき茸3袋、赤ピー
;マン l個、豆板醤小さ.
:じl々 、麿辛子(輪切り)

.小さじl々 、醤油大さじ ・

1 1々、みりん大さじ2、
:ゴマ油大さじ l、チコ
リl個

z'duads 

第 1137号

日
々
の
出
来
事
で
し
た
。
そ
れ

は
言
葉
で
語
る
よ
り
も
前
に
、

脳
裏
に
焼
き
付
け
ら
れ
た
鮮
明

な
「
桧
」
と
し
で
あ
っ
た
の
で

す
。
-
巻
は
そ
の
霞
初
の
記
憶

か
ら
、
小
学
校
に
入
学
す
る
ま

で
の
こ
と
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
(
な
お
、

日
巻
は
小
学
校

入
学
か
ろ
、
四
年
生
ま
で
の
出

来
事
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
)

「
シ
ロ
ク
マ
た
ち
の
ダ
ン
ス
」

ウ
ル
フ
・
ス
タ
ル
ク
・
作

菱
木
晃
子
・
訳

堀
川
理
万
子
・
絵

惜
成
社

千
五
百
円

中
学
生
か
ら

， 
、民

「でんでら竜が

でてきたよ」
おのりえん.イ乍

伊藤英一・絵

理論社千二百円

小学校低学年以上

友
人
の
結
婚
式
に
出
席
す
る

た
め
母
さ
ん
が
長
崎
へ
同
片
付

て
い
っ
た
夜
の
こ
と
で
す
。
留

守
番
の
父
さ
ん
と
あ
り
と
は
、

母
さ
ん
が
歌
っ
て
い
た
「
で
ん

で
ち
竜
」
の
歌
を
う
た
い
ま
し

た
。
あ
り
乙
は
紙
に
で
ん
で
ち

竜
の
た
ま
と
の
絵
を
書
い
て
、

ま
く
ら
の
下
で
温
め
な
が
ら
寝

fi:: f(.， 

!fgjイ
ウ

ル

ノ

ア

ク

yμ

4
4
w
-
s
s
 

「
ア
ル
パ
ー
ト
お
じ
さ
ん
」

〈
全
3
巻
〉

ラ
ッ
セ
ル
・
ス
タ
ナ
|
ド
・
作

岡
田
好
悪
訳
、
平
野
恵
理
子
・
絵

く
も
ん
出
版

①
千
二
百
円
⑦
③
各
千
三
百
円

小
学
校
高
学
年
か
ら

に
行
っ
た
り
と
、
大
活
躍
。

そ
こ
で
体
験
し
た
こ
と
を
、

お
じ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
考
え

な
が
ら
、
時
間
や
空
間
や
重
力

に
つ
い
て
の
、
び
っ
く
り
す
る

よ
う
な
発
見
を
し
て
い
き
ま

す
。第
三
巻
で
は
、
ミ
ク
ロ
の
世

界
を
探
検
し
て
、
〈
量
子
〉
に

つ
い
て
の
発
見
も
し
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
子
ど
も
た
ち
に

大
人
気
の
科
学
冒
険
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
の
日
本
語
版
で
す
。

る
こ
と
に
し
ま
す
。
す
る
と
亦

ち
ゃ
ん
竜
が
生
ま
れ
て
き
た
の

で
す
。
お
母
さ
ん
に
な
っ
た
あ
り
こ

は
、
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
た
り
本

を
読
ん
で
あ
げ
た
り
と
、
大
奮

闘
し
ま
す
。
ぐ
ん
ぐ
ん
大
き
く

な
っ
た
竜
の
せ
な
か
に
の
っ
て

あ
り
乙
は
夜
の
空
を
飛
ぴ
ま

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
住
む
少

年
ラ
ッ
セ
は
、
勉
強
が
苦
手
で

町
で
悪
友
た
ち
と
い
た
ず
ら
を

繰
り
返
す
問
題
兜
で
す
。
で
も
、

家
に
帰
れ
ば
シ
ロ
ク
マ
そ
っ
く

り
の
、
抱
擁
力
の
あ
る
父
さ
ん

が
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ

ブ
の
夜
、
母
さ
ん
に
恋
人
が
い

る
と
と
が
わ
か
り
、
一
家
は
崩

壊
し
ま
す
。
母
さ
ん
の
恋
人
の

希
望
で
優
等
生
に
変
身
さ
せ
ら

れ
る
ラ
ッ
セ
。
髪
型
も
服
装
も

変
え
ら
れ
、
ガ
リ
勉
に
な
っ
て

先
生
の
お
気
に
入
り
に
な
っ
た

り
れ
ど
、
ラ
シ
セ
は
考
え
ま
す
。

「
ぼ
く
は
い
っ
た
い
誰
だ
ろ
う
」

大
人
た
ち
に
翻
弄
さ
れ
た
ラ

ッ
セ
が
、
自
分
を
見
つ
め
直
し

成
長
し
て
い
く
姿
を
、
画
一
的

な
教
育
へ
の
批
判
、
夫
婦
の
き

ず
な
の
も
ろ
さ
、
親
子
の
情
愛

な
ど
を
織
り
ま
ぜ
て
ユ
ー
モ
ラ

ス
に
届
い
た
も
の
で
す
。

「
世
界
の
お
母
さ
ん

マ
ザ
l
-
テ
レ
サ
」

レ
ン
ズ
の
中
に
愛
が
み
え
た

小
林
正
典
・
文
・
写
真

ポ
プ
ラ
社

千
二
百
円

小
学
校
中
学
年
か
ら

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し

た
「
小
さ
な
巨
人
」
マ
ザ
1
・

テ
レ
サ
の
実
像
を
、
写
真
と
文

で
綴
っ
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

「
わ
た
し
を
置
い
て

い
か
な
い
で
」

す
。
し
か
し
朝
に
な
る
と
で
ん

で
ら
竜
は
、
長
崎
へ
飛
ん
で
い

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
晩
の
う
ち
に
子
育
て
の
苦

労
と
喜
ぴ
、
別
れ
を
体
験
す
る

と
い
う
テ
ン
ポ
の
速
い
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
で
す
。
(
本
年
度
青
少

年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
課
題
図
書
)

イ
ン
ゲ
ル
・
ス
コ
|
テ
作

今
井
冬
美
・
訳

久
保
田
あ
つ
子
・
絵

金
の
星
杜

千
四
百
円

小
学
校
高
学
年
か
ら

十
五
歳
の
少
女
シ
ル
ヴ
ィ

は
、
絶
望
に
う
ち
ひ
し
が
れ
、

信
頼
す
る
年
上
の
女
性
ニ
!
ナ

の
ア
パ
ー
ト
の
前
で
泣
き
く
ず

れ
て
い
ま
す
。
帰
っ
て
き
た
ニ

l
ナ
に
シ
ル
ヴ
ィ
は
こ
れ
ま
で

市
世
紀
か
ち
ベ
ル
ギ
ー
、
フ

ラ
ン
ス
で
栽
培
さ
れ
、
日
本

に
は
凶
世
紀
末
に
入
っ
て
き

ま
し
た
。
ア
ン
デ
ィ

1
フ、

ベ
ル
ギ
ー
チ
コ
リ
と
も
呼
ば

れ
ま
す
。
独
特
の
ホ
ロ
苦
さ

と
柔
ら
か
な
歯
ざ
わ
り
が
あ

り
、
生
で
サ
ラ
ダ
に
使
っ
た

り
、
グ
ラ
タ
ン
、
ス
l
プ
料

理
に
使
っ
た
り
し
ま
す
。
チ

コ
リ
と
同
じ
仲
間
の
キ
ク
科

の
エ
ン
ダ
イ
フ
と
混
同
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
間
違
わ
な
い

よ
う
に
。
〈え
の
き
茸
の
ゴ
マ
風
味

抄
め
〉〔作
り
方
】

①
え
の
き
首
は
、
根
の
部

分
を
切
り
落
と
す
。

②
ピ
ー
マ
ン
を
長
さ
5
m

の
せ
ん
切
り
に
す
る
。

③
鍋
に
、
ゴ
マ
油
、
膚
辛

子
を
熱
し
、
え
の
き
茸
と
ピ

ー
マ
ン
を
妙
め
て
か
ら
、
し

よ
う
ゆ
、
み
り
ん
、
豆
板
醤

レ
ッ
ド
ペ
パ
!
の
軍
大

の
特
徴
は
辛
味
。
こ
の
成

分
は
カ
プ
サ
イ
シ
ン
で
、

多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
辛
味

が
強
く
な
り
ま
す
。
果
実

の
外
皮
の
脂
肪
に
溶
け
て

同
川
市
山

V
小
町
谷
新
子
芋
版
画
個
展

l
日
附
j
同
日
同
日
時
i
問

時
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
ロ
ビ

ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
g
m
-
3
3
4

を
加
-
え
味
を
と
と
の
-
え
る
。

④
チ
コ
リ
を
一
枚
ず
つ
は

が
し
、
器
と
し
、
霊
乞
の
せ

盛
り
つ
け
る
。

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
料
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
)

カ
カ

寸
ム
X

ムM

一
周
外
交
ム
凶

作

ぺ

交

交

一本

ド

け

け

け

し

…

基
ツ
付
サ
付
消
…

一
:
レ
昧
↑
り
み
一

[
辛
色
香
臭
…

い
る
の
で
、
油
に
加
え
た

り
(
錬
油
な
ど
)
油
を
使

っ
て
調
理
す
る
と
辛
味
を

最
大
限
に
活
用
で
き
ま

す
。
乾
慢
し
粉
末
に
し
た

も
の
は
、
粒
子
が
細
か
い

ほ
ど
辛
く
な
り
ま
す
。

で
す
。フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
、
カ
メ
ラ
房
設
器
に
し
て

世
界
の
黄
園
、
飢
餓
、
な
ど
の

問
題
を
取
材
し
な
が
ら
、
著
者

は
、
「
人
が
人
を
助
け
る
こ
と

と
は
何
な
の
か
?
」
と
い
う
疑

問
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
「援

助
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
場
合
も

あ
る
」
か
ら
で
す
。

そ
ん
な
時
に
マ
ザ
l
・
テ
レ

サ
の
「
人
を
援
助
す
る
の
で
は

な
く
、
助
け
合
う
。
あ
た
り
前

の
と
と
を
、
た
ん
た
ん
と
何
十

年
も
実
践
し
て
い
る
理
由
を
知

り
た
く
て
取
材
に
入
っ
た
」
そ

う
で
す
。

そ
し
て
「
カ
メ
ラ
は
心
を
写

す
手
段
で
あ
る
」
乙
と
を
、
マ

ザ
1
・
テ
レ
サ
は
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

の
つ
ら
い
経
緯
を
語
り
ま
す
。

突
然
、
穴
が
病
に
お
か
さ
れ

言
葉
や
時
閣
の
感
覚
を
失
い
、

別
人
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
の
で
す
。
そ
の
後
、

シ
ル
ヴ
ィ
は
日
々
の
出
来
事
を

テ
l
プ
に
録
音
し
、
一
一

1
ナ
に

送
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
無
力

感
に
と
ら
わ
れ
た
母
を
嫌
う
シ

ル
ヴ
ィ
で
し
た
が
、
テ
ー
プ
を

聞
い
た
ニ

1
ナ
か
ら
何
度
も
電

話
で
励
ま
さ
れ
、
次
第
に
母
の

孤
独
を
理
解
し
ま
す
。

そ
し
て
シ
ル
ヴ
ィ
は
、
幼
い

と
ろ
の
二
人
だ
け
の
秘
密
を
記

憶
し
て
い
た
父
と
の
聞
に
深
い

紳
を
見
だ
し
、
家
族
の
愛
や
生

き
る
乙
と
の
意
味
深
さ
を
感
じ

と
っ
て
い
く
の
で
し
た
。
(
本

年
度
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
)

タ
マ
ラ
・
ド
・
レ
ン
ピ
ッ
力
「
円
形

の
聖
母
」
同
市
Y
P
(〕

ω同
υ
〉
匂
何
Y
A
U同

URHPω
日

υ
U
〉
-

J

「
O
片山
『
0
・
日

ωω
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協3>.!恥崎 令

女
を
、
な
ま
け
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
。

獅
き
つ
づ
け
る
女
性
に
フ
エ
ミ
ニ
ン
か
ら
お
し
ゃ
れ
な
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

Feminine 
スヒいデイカラー

間
る
い
カ
ラ
i
で
、
白
髪
も
染
ま
る

フ
エ
ミ
ニ
ン
ス
ピ
ー
デ
ィ
カ
ラ
!

h
j
J
わ
ず
か
刊
分
で
、

向
し
¥
白
髭
も
し
っ
か
り
染
ま
り
ま
す
。

h
μ
3つ
の
ナ
チ
ユ
ラ
ル

同

記

ト

リ

l
ト
メ
ン
ト
成
分
配
合
。

h
ゾ

赤
茶
り
そ
く
、

何
日
記
き
れ
い
を
色
が
長
持
ち
し
一
ま
す
。

おしゃれな早染め
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三

一
斉
訓
州
制
割
引
副
長
一
一
一
主
一
一
ス
ク
エ
ア
横
浜
(
地
・
中
川
駅

V
映
画

『絵
の
中
の
ぼ
る

主
催
同
実
行
委
書

・
3

H
Jん
l
V
III
ι直
白

川

三

重

一

軒

イ

誤

認

持

堅

持

一

両

時

計

ー

引

即

日

中

友

0
・

ol--

や
献
を
交
え
現
代
風
に
ア
レ
ン

8
日
同
は
時
却
分
ポ
レ
ポ

V
映
画

「ナ
ヌ
ム
の
家
」
上

V
矢
辺
博
子
展

ジ
し
て
公
演
無
料
問
合
せ
レ
坐
・
瀞
山
楽

(
J
R
・
東
中
映
会

3
日
出
ま
で
日
時
1
叩
時
・
:
ハ
ウ
ス
ク
エ
ア
横
浜
岡
日
本
野
駅
)
『
じ
ご
く
の
そ
う
ベ
日
日
例
目
時
川
崎
市
中
原

A
R
T
B
O
X
G
A
L
L
住
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
告
側
・

え
』
ほ
か
出
演

・
田
島
征
彦
市
民
会
館
ホ
l
ル

(
J
R南
武

E
R
Y
(地
・
六
本
木
駅
3
分

9
1
2
・
7
4
7
2、
F
A
X
1
0
0
0円
(
子
ど
も
剛
円
)
線
、
東
横
線
・
武
蔵
小
杉
駅
5

合
問

・
3
7
4
6
・
4
1
4
附
・
9
1
2
・
4
7
1
1

8
月
/
剖
日
出
ま
で
作
品
屋
分
〉
川
円
(
当
日
馴
円
)

-
)
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
に

V
韓
国
・
日
本
ス
イ
ス
民
族

覧
会
開
催
申
込
み

・
問
合
せ
主
催
:
・実
行
委
合
0
4
4
・
2

よ
る
版
闇

音
楽
国
際
交
流
原
爆
・
戦
争
:
・
ポ
レ
ポ
レ
タ
イ
ム
ス
社
告
白

4
4
・
7
6
1
0

引

腰

部

犠

牲
者
を
追
悼
す
る
た
そ
が
れ
・

3
2
2
7
・
1
4
05

V
パ
リ
女
性
画
家
と
そ
の
仲

日
M
M醐
削
糊
闘
い
叶
レ

コ
ン
サ
ー
ト

V
新
劇
人
会
議
「
反
核
フ
ェ
間
た
ち
展

-

?リ
凶
削
別
刷
引
材
噌
E
喝

ト

5
臼
何
回
時
平
和
公
園

・
ス
テ
ィ
パ
ル
」

日
日
附
1
お
日
岡
山
時
日

J
唱
団
団
団
関
童
相
け
原
爆
ド
l
ム
前
レ
ク
イ
エ
ム

8
日
…
附
は
時
、
国
時
別
分
本
橋
三
越
本
百
7
Fギ
ャ
ラ
リ

ヘY
温

温

曙

調
子

け
の
演
奏
・
平
和
祈
念
の
夕
べ
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
l
ル
(
下
北
沢
|
(
東
京

・
地
・
三
越
前
駅
す

高
唱
咽
凋

L

刻

家

四

時

罪

広

島

Y
M
C
駅
5
分
)
新
劇
人
に
よ
る
反

ぐ
)
旧
世
紀
後
半
の
印
象
派

J
a
a咽
四
四
円
十

瓶

A
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
1
ル
核
・
反
戦
テ
l
マ
の
演
劇
公
か
ら
抽
象
主
義
に
至
る
時
期
の

i
f
H
M
H
H一
ブ一

清
交
流
会
)
交
流
会
2
0
0
0
演
。
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
パ
ノ
ラ
マ
芸
術
家
同
志
の
交
流
と
、
加
世

rt‘
車
間
幽
瞳
橿
睡
1

1

円

主

催

・:
ア
ジ
ア
に
学
ぶ
会
写
真
」
、
「
マ
グ
ロ
は
ど
こ
紀
初
頭
の
パ
リ
で
開
花
し
た
モ

V
ア
フ
リ
カ
ン
ダ
ン
ス
ワ
|
問
合
せ
:
・
宮
仰
・

2
2
2
・
だ
?
」
、
キ
ジ
ム
ナ
I
宣
言
「
め
ン
パ
ル
ナ
ス
派
の
活
躍
を
、
女

ク
シ
ョ
ッ
プ

7
7
2
7荒
川

ん

そ

1
れ
、
ヤ
デ
ナ
へ
」
(
以
性
画
家
の
絵
画
を
中
心
に
構
成

2
日
樹
、

4
日
間
同
時
イ

マ

「
こ
の
子
た
ち
の
夏
1
1
上
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
〉
上
潰
一
般

・
大
生
側
円
、
中
高
生

ト
l
ピ
ア
会
館
(
神
奈
川
県
葉

9
4
5
・
ヒ
ロ
シ
マ
ナ
ガ
サ

2
5
0
0円
(
当
日
2
8
0
0
側
円
主
催
:
・

N
H
Kプ
ロ
モ

山)、

3
日
出
H
時
東
京
都

キ
|
」
上
演

円
)
問
合
せ

・
申
込
み
:
人

l
シ
ョ
ン

立
夢
の
島
総
合
体
育
館
西
ア

6
日
附
四
時
、
7
日
附
同
時
、
形
劇
団
プ
l
ク
雪
印
・

3
3
7

フ
リ
カ
ガ
l
ナ
各
地
で
現
在
も

8
日
同
凶
時
、
山
時
、

9
日
幽

0
・
5
1
2
8、
F
A
X
m
-

踊
ら
れ
て
い
る
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
は
時
有
楽
町
朝
日
ホ

1
ル
ヨ
x
d
7
0
・
5
1
2
0

を
ド
ラ
ム
の
ラ
イ
ブ
演
奏
と
共

(
J
R
・
有
楽
町
駅
す
ぐ
)

V
m
m平
和
の
た
め
の
戦
争
展

に
体
験

3
5
0
0円
主

催

広

島

・
長
崎
の
被
爆
体
験
を
語
ロ
日
開
l
げ
日
出
叩
時
j
叩

・
問
合
せ
:
・

H
o
m
e
G
r
り
継
ぐ
朗
読
劇

2
5
0
0円
時
東
京
山
手
教
会
(
渋
谷
駅

o
w
n
M
u
s
i
c
g
0
4
(全
席
指
定
・
税
込
)
主
催
ハ
チ
公
口
5
分
)
日
本
の
侵

6
8
・
市・

8
0
2
1

・
申
込
み
:
地
人
会

mu
m
-
3
略
戦
争
、
沖
縄
と
戦
争
な
ど
を

V
首
な
つ
か
し
紙
芝
居

3
5
4
・
1
8
7
9
(チ
ケ
ッ
テ
l
マ
に
し
た
腫
示
、
戦
争
体

4
日

回

目

時

、

日

時

ハ

ウ

ト

専

用

)

験

証

言

や

ビ

デ

オ

上

映

無

料

h
M
F
F
e
p
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